交換日記　　　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　金賞》
戸坂中学校三年　矢部　菫　
　私を支えてくれるものは何年か前のお父さんと私の交換日記です。私のお父さんは何年か前に病気で亡くなってしまいました。お父さんが病気で入院している時は、私が学校だったのでなかなか会いにいくことができませんでした。でもそんな時に交換日記をはじめて毎日の出来事を伝え合いました。休みの日しか会うことができなかったのでいつも楽しみにしていたことをおぼえています。嫌なことがあったと書けば面白い絵といっしょになぐさめてくれてテストが嫌だと書けば頑張れと応援してくれました。お父さんは最後まで丁寧に書いてくれました。お父さんは病気と闘っていたから頑張ることは大切という言葉に説得力がありました。今はいないけれどその交換日記を見ると心があたたまるし、頑張ろうという気持ちがわいてきます。今、私が毎日、きらいな勉強しようと思えるのもあきらめそうになった時にまだ頑張ろうと思えるのもこのお父さんとの交換日記があったからだと思います。この交換日記が私を支えてくれるものです。
私を支えてくれる言葉　　　　　　　　　　　《中学生の部　銀賞》
白木中学校三年　酒井　涼圭　
「ＰＫを外すことができるのは、ＰＫを蹴る勇気を持った者だけだ。」
これは、元サッカー選手のロベルト・バッジョの言葉です。私はこの言葉に、小学校を卒業する少し前に出会いました。中学校生活を頑張りたいという思いが強かった私にとってこの言葉は、失敗を恐れずにたくさんのことに挑戦しよう、と思わせてくれる言葉でした。
中学生になり成功と失敗を繰り返し積み重ねていくなかで、中学生になる前の私の決意は次第に弱くなるばかりでした。しかし、二年生の秋、生徒会に立候補するかしないか迷っていた私に、この言葉が頭の中に蘇りました。挑戦しなければ失敗も成功もしない。すんなりと私の頭が、そう解釈しました。それと同時に、選挙へ出る方法を確認しに行きました。
今の私は、常にこの言葉に支えられて生きていると感じています。迷った時には、失敗した時の事を考えず、挑戦するのみです。この言葉に出会ったから、今の私がいると思っています。
ただいまの一言で　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　銅賞》
亀山中学校三年　山本　夏鈴　
　「ただいま。」その一言で私の母は私を理解して、安心できる場所を作ってくれます。楽しかった日は「今日楽しかったんだね。」と言い、辛かった日は「今日何かあったでしょ。どしたん。」と心配してくれます。私は「ただいま。」と言っただけなのに少しの声の変化や表情で気持ちを分かってくれる母はとてもすごい人だと思います。
　また、私が相談をすると私以上に悩み、一緒にどうしたらいいかを考えてくれます。部活で副部長という立場に責任の重さを感じて落ちこんでいた時、母はずっと私の話を聞いてくれて、「もっと気楽でいいんだよ。」と励ましてくれました。自分のことではないのに自分のことのように悩み、考えてくれる母だからこそ私は素直になることができたのだと思います。
　「おかえり。」その一言を聞くだけで私は安心し、元気になることができます。そして母の一言一言に私は支えられ、「頑張ろう。」という気持ちにさせてくれるのだと思います。
　
私を支えてくれる人　　　　　　　　　　　《中学生の部　銅賞》
安佐南中学校三年　正円　未菜　
　私には、人と違ったことがあります。それはコルセットをつけていることです。
　コルセットをつけていると、落ちている物をスッと取ることができません。走ることや階段をかけ上がることも難しいです。でもそんな時、私の周りにはたくさんの優しい友達がいます。物が落ちた時には、「大丈夫？」と声をかけて取ってくれるし、靴を棚に収める時も私から頼まなくても収めてくれます。
また、学校の先生方も優しいです。廊下ですれ違った時にはあいさつをした後に「調子はどう？」と声をかけてくださります。そしていつでも、「しんどい時には言ってね。」と配慮してくださります。保体の時や体調が悪い時にはコルセットをはずすので保健室の先生にもお世話になっています。
コルセットをつけるのは正直、とてもしんどいです。でもいつも頑張れるのはたくさんの方の支えがあるからだと本当に思います。
いつもお世話になっている分、小さなことでも恩返しをしていき、日頃から感謝の気持ちを伝えることを大切にしようと思います。

私を支えてくれる大切な人　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
中広中学校一年　森山　和海　
　私を支えてくれた大切な人は私の祖父です。
　今はもう祖父は亡くなりましたが、私が小学五年生の時、祖父は肺がんで入院していました。そのころ私はなんだかすごく学校とか友達関係などがうまくいかず不登校になりかけそうになりました。けれども祖父のがんばって病気とたたかう姿を見て気持ちが変わりました。祖父は私たち家族がおみまいにくるといつも笑顔で話してくれました。どんなにつらくても私には苦しい顔を見せませんでした。それで思ったのです。私なんかより祖父の方が百倍つらい思いをしているのにがんばっていることを知ったのです。それに比べて私なんてつらいことからにげていると己の弱さを知りました。
　それからはどんなにつらくてもにげださず最後までがんばるようにしました。あれから祖父が亡くなって約一年たちますが今でも祖父ががんばって病気とたたかっていた姿を忘れません。祖父から学べた最後までがんばるということをこれから先ずっと続けていきたいと思います。
　

見守られた十年間　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
高取北中学校一年　岩本　和果　
　私は三才のころ、母が近くから居なくなりました。父と母がけんかをしてしまって、離れ離れになったのです。
　それから私は父に引き取られました。でも、父は仕事があるため、夜父が来るまでずっと祖母の家にいます。そんな生活が三才の時から続いてもう十年がたちました。祖母は、
「もうあんたを見て十年がたったんだよ。いやー十年ってのは早いね～。」
と言います。私もそう思います。あの日から祖母はいつも私のそばに居ます。学校から帰ったらいつも私の話を聞いてくれたり、はげましてくれたりします。時にはけんかだってします。けれど、次の日には、笑顔で私に、
「いってらっしゃい。勉強がんばるんだよ。」
と言ってくれます。おかげで私は、
「よし。今日も一日がんばろう。」
という気持ちがわいてきます。元気がわいてきます。自然と笑顔になるのです。
　本当に見守られた十年間だなと思います。
　
楽しいときも苦しいときも僕を支えてくれた神楽
《中学生の部　入選》
白木中学校一年　河口　陽哉　
　僕が支えてもらっているものは神楽です。神楽とは、太鼓や小太鼓や笛を使って踊り手が踊る日本芸能です。ぼくが神楽と出会ったのは、年長のときのことです。ぼくはこの神楽で色々なポジションを経験しました。かねをやったり、踊り手をやったり、大太鼓をやったりしました。ここでぼくが思ったことは、みんなが一人を思いやる心が必要ということです。神楽の大太鼓の人は踊り手の人にあわせる必要があります。理由は、二つあります。一つ目は、大太鼓が自分勝手にたたいていたら、踊り手が踊りづらいことです。二つ目は、大太鼓と踊り手がバラバラだったらお客さんが、見ていて感動しません。なので大太鼓の人は踊り手にあわせる必要があります。
僕はこのような神楽に自分自身も支えられているし、この伝統を守っていきたい、続けていきたいと思っています。なのでこれからも、仲間と一緒に楽しく、けじめをつけて、やっていきたいです。
これで、いいのだ　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
高陽中学校一年　坂本　優那　
「これで、いいのだ。」
シンプルだけどどこか前向き。そんな言葉を教えてくれたのはアニメでした。
私が小学四年生の時のことです。当時私は、全く何もうちこめることもなくぼんやりと毎日を過ごしていました。そんなある日のことでした。動画サイトでふと見かけたアニメの「おそ松さん」。それを見た瞬間私の世界は変わりました。何てかっこいいんだろう！そんな思いが脳内でかけめぐり、一気にワクワクが止まらなくなりました。そしてどんどん「おそ松さん」を調べていくうちに一つの言葉にたどりつきました。それが原作者である赤塚不二夫先生の言葉、 

「これで、いいのだ。」
だったのです。その時私は、「おそ松さん」を見つける前から自分はだめだ、変えないとという思いがありました。今のままでいい、そんな考えをアニメは教えてくれました。
私は、今でもシンプルだけどどこか前向きなこの言葉に支えられています。もし、アニメが無かったら今の私は無かったと思いました。
強い自分はあの日から　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
落合中学校二年　川﨑　理子　
　私を支えてくれるものは、小学生の頃に交通事故にあったという経験です。
　およそ五年前、私は下校中、軽トラックにはねられました。地面に叩きつけられても、痛いという感覚は全く無く、ただ自分だけがどこか遠くに行ってしまうような悲しい感覚でした。病院で意識を取り戻しても、私を待っていたのはつらい治療の日々だけでした。でもその度に、まわりのみんなの温かさを感じました。すると、いつの間にかつらい気持ちは薄れてきて、「ありがとう」では足りない程に感謝の気持ちでいっぱいになりました。
あの一瞬の、言葉ではなんともあらわせないただ悲しい感覚は今でも何度も思い出します。でも、その経験があったからこそ、私は強い自分でいられます。もし嫌なことがあったとしても、あの時に比べたら、と思うと、乗り越えられます。つらい事があっても、家族やまわりの人とうまくいかないときも、あの時の温かさを思い出して乗り越えるようにしています。あの交通事故の経験は、私をずっと強く支えてくれているのです。
　
夢への扉　　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
牛田中学校二年　竹内　百花　

　私を支えてくれるものは本です。小説や漫画がいつも私を元気づけてくれます。
　昔は本は暇なときにしか読んでいませんでした。本を読むより外で走り回って遊ぶ方が楽しかったからです。しかし、だんだんと外で遊ぶことが少なくなりました。学校の休けい時間は友達と話し、家ではテレビを見る生活でした。ある日、休日で、テレビも面白くなく本を手に取りました。今まで、話の内容が理解できなかった小説が面白く、それから本にはまっていきました。
　本から学ぶ事は多いです。知識を学ぶ事もありますが、人の気持ちも学べます。私が人を思いやるのにいかされていると思います。また、私自身も物語の人物の気持ちに共感して元気になったり、現実ではありえないような話だと、「自分だったらどうするだろう」と妄想をふくらませたり、物語の展開にワクワクしたりします。
　本は私を物語の中へ連れて行き、悲しいことを忘れ、時には元気づけてくれます。私にとって、とても大切なものです。
　
十三歳下のいとこ　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
大州中学校二年　吉田　成々穂　
　私は去年の夏、母の妹に赤ちゃんが生まれました。私にとっては十三歳下のいとこです。あんなに小さな体なのに精一杯動いて、精一杯笑って、精一杯寝る姿を見ると本当に感動します。家の中に小さなあなたがいるだけでみんなは笑顔になり、団らんが生まれます。私はあなたが目に見えて成長しているところを見ると自分も勇気をもらえました。
私がバドミントンの試合で惜しいところで負けた次の日にあなたに会いました。その日はまだ、昨日の悔しさが残っていてテンションも低かったのです。でもあなたが無邪気に笑って、みんなを見渡して泣いたりしたら、自分がめそめそしていることがバカバカしくなってきました。その日はあなたのパワーを身にしみて感じ、私はあなたのおかげで一歩成長できた気がします。
今月であなたは一歳になります。先月会ったときよりもできるようになったことは増えているでしょう。そんなすくすくと成長するあなたに会える事を楽しみにして、私は毎日頑張ることができています。
私の「支え」　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
安佐南中学校二年　杉田　綾花　
私は一年半前に膵臓の病気にかかり、昨年八月に手術を受けました。私のためにずっと病室で付き添ってくれた祖母、仕事が忙しいのに毎日来てくれた両親、部活や習い事の合間をぬって来てくれた兄弟、その全ての人に私は支えられています。
私はとても負けず嫌いで、何があっても、大丈夫、大丈夫、といっていました。そんな私が急に病にたおれ、しんどそうにしている事を両親はずっと心配していてくれました。祖母は私の容体が急変した時に「天国にいるじいじが必ず助けてくれるから。」と言ってはげましてくれました。
自分自身、こんな病気にかかるなんて思ってませんでした。でも、この病気にかかったからこそ、家族の大切さに気付くことができました。
何においても、決して〝一人で〟乗り越えることはできません。必ず、「支え」になってくれている「誰か」がいます。普段は照れくさくて言えないけど、常に感謝の気持ちを忘れないようにしていきたいです。

私を支えてくれる映画　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
大塚中学校二年　河本　紗恵　
　私を支えてくれるもの、それは、「サウンド・オブ・ミュージック」という映画です。この映画は、歌うことが大好きなマリアという女性のお話です。修道院でもみんなを困らせてしまうマリアは家庭教師の仕事をさせられてしまいます。その家でもうまくいかないことがたくさんありますが、歌を歌い、決してあきらめないマリアの姿は、いつしか周りの人の心を変えていきます。
　私はこの映画を観ると、いつも元気をもらいます。壁にぶつかるほど頑張ろうとするマリアに背中を押してもらえるし、私もあきらめずに頑張ろうという気持ちになります。私は中学生になってから、思うようにいかず、投げ出してしまいたくなることもたくさんありました。しかし、そんな時にマリアのことを思い出します。自分の好きなものを大切にし、強い意志のある彼女は、時代にも立ち向かっていきました。私も、彼女のように、自分の好きなものを大切にしていける人になりたいです。そして、自分の中に意志を持ち、彼女のように豊かな人になっていきたいです。　
　
経験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
白木中学校二年　向井　笙真
　僕は、保育園の時から人前で発表するのは少し苦手でした。小学一年生で初めての入学式がありましたが自分の自己紹介になると泣いて発表するのをやめたことがありました。あと勉強にもあまりついていけなかったので五月くらいから特別支援学級に入りました。その時は僕より先に入っている人がいて、その学級の先生などに教えられていました。
　小学二年生になると少し勉強に慣れてだいぶ分かるようになりました。しかしまだ人前で発表するのは苦手でした。
　その時、学級の先生に

「間違えてもいいから発表しなさい。」
と言われてから発表をはずかしがらずに言うことが出来ました。
　それをきっかけに六年生になると図書委員長になって体育館で大勢の人前で発表することが出来ました。中学生になると人前でも平気になりました。
　特別支援学級の先生のアドバイスがなかったら前で発表したり図書委員会の委員長になったりすることができなかったと思います。
僕を支えてくれる先生たち　　　　　　　　《中学生の部　入選》
東原中学校三年　仲上　喜斗　
僕は、特別支援学級に所属しています。
僕が落ちこんでいるときや困っている時にいつも助け励ましてくれるのは先生です。
僕は、苦手な事がたくさんあります。例えば、集団の中に一人で、入る事が難しいです。入ろうとすると緊張してしまって、なかなか一歩が踏み出せません。そんな時にいつも側に居てくれるのは、担任の先生です。先生が側に居てくれる事で、安心します。時には、背中を押してくれる事で、集団の中に入る事が出来るようになりました。
　六月に、体育祭がありました。僕は、四つの種目に出場しました。この四つの種目は、もちろん、休憩や応援の時間もずっと一緒に居てくれました。僕は、体育祭の事で、不安がとてもありましたが、楽しんで、参加する事が出来ました。
　僕は、いつも側に居てくれて励ましてくれる先生たちが大好きです。僕が中学校を卒業するまであと九ヵ月、大好きな先生たちにたくさんの事を教えてもらって卒業したいと思います。
いつもそばにある音　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
東原中学校三年　成瀬　加奈子　

　幼い頃から私のそばにはピアノがあった。兄がひいているのがうらやましくて始めたピアノ。特に熱心な練習はしてこなかったが、時々ひくと私をやさしくつつみこんでくれるあの音色に、私はいつも支えられている。
　テスト週間、勉強をする気がしないとき、ピアノに向かう。好きな曲を一曲ひくと、すっきりして「よし、頑張ろう」と机に向かうことができる。人間関係でむしゃくしゃした時、ふと思いたったかのようにピアノに向かう。少ししっとりした曲をひく。やさしい音色は私にそっと語りかけてくれているように感じる。そして「あの時は悪かったな」と自分を見つめ直すことができる。
　ピアノは、いらいらした時にひくと、痛々しい音色になる。かなしい時はかなしい音色になり、気分が落ち着いている時は落ち着いた音色になる。ピアノは、私を支えてくれているのと同時に、今の私を映しだす鏡だ。きっとこの先、私がピアノを辞めることはないだろう。この先も、ピアノは一つの私の居場所であり、私を支え続けてくれるだろう。
兄と共に　兄のように　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
東原中学校三年　松尾　ありさ　
「うるさいなあ。」「分かったから。」
とイライラしている私は、いつも家族に冷たく当たってしまう。
　どうしたの、と変わらず優しい声を掛けてくれたのは高校一年生の兄だ。年子である私と兄は、小さい頃から何をするにもいつも一緒だった。まだ保育園児だった頃、兄の小学校入学式の日、寂しくて大泣きしたことを今でも覚えている。
恥ずかしがり屋の私は、今まで兄がいたからこそ挑戦できたことがたくさんある。その一つがバドミントンだ。小学二年生から始めたバドミントンは、今では私の生活の中心的存在だ。その初めの一歩を踏み出すことができたのは、やはり一緒に始めてくれた兄の存在があったからこそだと思う。
兄は、今年から高校の寮で生活している。兄がいなくなり、兄のいる安心感や存在の大きさに改めて気づかされた。これからは、私も兄のように、弟や妹たちにとって安心感や勇気を与えられるような姉でありたい。
愛犬と私　　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
東原中学校三年　宮園　ひより　
「ただいま。」
学校から家に帰っても、家には誰もいなかった。なぜなら、共働きの家庭だからだ。まっくらで静まりかえった家に帰るのは、心細かった。家に帰ると母が待ってくれている友達を何度もうらやましいと思った。
しかし、今は家に帰ると必ず待ってくれている家族がいる。その家族とは、私が両親にねだって飼うことになった愛犬だ。私が家に帰ってくるとちぎれんばかりにしっぽを振って、顔や手、足などをざらざらした舌でいたいほどなめて歓迎してくれる。どんなにつらいことがあって落ち込んでいても愛犬が隣にいてくれるだけで、不思議と笑顔になれ、気持ちが楽になる。
また、愛犬と日々過ごす中で、獣医師という今までなかった夢ができた。私が夢を見つけるきっかけとなった愛犬との時間を大切にし、夢を叶えられるようにこれからも努力していきたい。
私を支えてくれる言葉　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
長束中学校三年　重森　真奈　
　私を支えてくれる言葉は、王貞治さんの「努力は必ず報われる。もし報われない努力があるのならば、それはまだ努力と呼べない。」という言葉です。この言葉は、特に部活のとき支えてくれます。
　私は吹奏楽部に入っています。曲が難しかったりするとすぐには吹くことができません。特に大会のときは、難しい曲に挑戦し、練習時間も長くなるから大変です。そんなとき、私はこの言葉のおかげで努力をすることができています。ちゃんと努力した人にしか結果はかえってこないと思います。たくさん練習をして吹けるようになると、達成感を味わうことができます。私は中学校に入学して初めての大会で、その達成感を味わうことができました。今でもそのときの嬉しい気持ちを忘れられません。
　努力をするという事は、簡単なことではないと思います。だから、人一倍努力をすることで良い結果がかえってくるのだと思います。これからもこの言葉を大切にしていきたいです。
　
おつかれさん会　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
亀山中学校三年　佐々木　加奈　
私を支えてくれる人は、家族だ。
私の家族は、試合や学校行事などがあり、それが終わると必ずおつかれさん会という会を開く。どのような会なのかというと、コンビニで小さなケーキを家族分買い、それをみんなで食べながら、父の撮ってくれた動画を観るというものだ。私は、この時間が大好きだ。美味しい小さなケーキをみんなで食べながら、母は私に言った。
「よう頑張ったね。おつかれさん。」
その言葉を聞いた時、自分のした事に達成感が持てた。そして、とても嬉しかった。
第一回のおつかれさん会から、私はこの言葉を聞きたくて、色々な事を頑張る事ができた。今もずっと続いていて、今はもう第七回おつかれさん会を開催してもらった。
この、おつかれさん会は、他の家庭ではあまり無いものだと思う。だから、他の人よりも成長する事が出来る。
この会を通して、色々なものを学び、感じる事ができた。これからも、この会を開いてどんどん成長していきたい。
母の一言　　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
亀山中学校三年　管沢　唯良　
　「いってらっしゃい」
　この言葉は、私が学校へ行く時に母が毎日言ってくれる一言だ。母にとってはなにげない一言だ。しかし、そのなにげない一言でつらい時も私は毎日笑顔で学校へ行くことができる。
母は、夜遅くまで仕事をしている。疲れきっている体でご飯を作り、洗濯をしそれから私と話をしてくれる。話す時は疲れているにもかかわらず笑顔で聞いてくれる。その時がすごく嬉しい。
　また、朝は早く起きお弁当を２つ作り家事をする。私は母が家事をしている途中に家を出る。母は家事をしている手を止め急いで玄関に来て私がくつひもを結ぶ間に話す。私はその時が一番幸せだ。私が怒っている時も母とけんかした時も必ず、話しかけてくれる。その後、母は明るい声で必ず、
「いってらっしゃい」
と言ってくれる。だから私は、この言葉が大好きだ。毎日、この言葉に支えられている。
写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
矢野中学校三年　野上　華　
　私の机の上には、一枚の写真が写真たてに入れて飾られている。誰が見ても「ただの学級写真。」と言われるだろう。しかし私にとっては「ただの学級写真」ではないのだ。
　私が中二の時、担任をして下さった綿路先生。私はこの先生に憧れていた。生徒からは大人気で優しく、まじめな先生だ。私は、この先生のクラスで一年、クラスのリーダーである代議員をやった。悪口を言われる事もあったが、少しでも認めてもらおうとよく、放課後一人で教室の掃除をしていた。誰にも見られていない時でも、毎回先生は気付いて、「ありがとう。」と言ってくれた。
　そして、私が中三になる時先生は、「一年間頑張ってくれたから･･･。」そう言って教室にずっと飾られていた写真を私にくれたのだ。それが私の机の上に飾られている写真だ。私はこの時、六年間大事にしていた「習字の先生」という夢を捨て、「教師」という夢を持つと決めた。勉強が嫌になった時私を支えてくれるものは、誰に見せても「ただの学級写真。」と言われるものなのだ。
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